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１．はじめに

1.1．問題と目的

　Schön（1983）の省察研究が拡がる一方で，省察概念の

混乱や行為過程における省察研究の不足が問題とされてい

る．本研究は，行為過程における小学校教師の省察過程を

対象に，教師が授業改善をするための思考過程を探究する

ことを主たる目的とする．具体的には，行為の中の省察

（reflection-in-action）に注目し，さらに教師の授業認知

を手がかりにして，教師の省察過程を探求する．

1.2．省察に関する諸概念の定義

　省察に関する諸概念に関して，本研究では先行研究に基

づき，授業認知を「授業過程の中である知覚情報が入力さ

れた時に，その現象を理解したり，ある状況である（決定

的状況）としてフレーミングしたりする過程」，行為の中の

省察を「直面する現象を理解できないような未決定状況に

よって生じ，行為過程の中で行為しながら考えることに

よって自身の枠組みを再構成しようとする過程」，行為につ

いての省察を「授業認知や行為の中の省察による直接的経

験を対象化して，その経験を理解したり説明したりするこ

とを通して，授業改善を思考する過程」と定義した上で分

析を行う．

２．研究Ⅰ
2.1．目的と方法

　研究Ⅰでは，教師による授業認知とそれを規定する属性

要因との関係から，授業認知の特徴を明らかにすることを

目的とする．

　本研究では１時間の授業動画を100枚の写真スライドに

したものを提示して，小学校教師31名を対象に認知内容を

調査した．授業認知の属性要因として，教職経験年数，教

材教授経験，性別，専門教科について尋ねた．

2.2．結果と考察

　本研究では「教職経験年数」が授業認知を規定する要因

となることが示唆された．教職経験年数に応じて初任者教

師（０～２年，n=9），若手教師（３年～８年，n=11），中

堅・経験教師（９年以上，n=11）の３群で比較した結果，

第１に，若手教師以上になると授業事象の認知数が多くな

ること，第２に，教職経験年数が高い群ほど理解できる事

象が多いこと，第３に，教職経年数が高い群ほど児童全体

の様子や個人差を以前の状況と関連付けながら認知するこ

と，が授業認知の特徴として示唆された．

３．研究Ⅱ
3.1．目的と方法

　研究Ⅱでは，実際の授業における教師の授業認知と省察

過程より，教師の授業改善における思考過程を明らかにす

ることを目的とする．

　本研究では，授業過程における経験教師（退職校長）の

授業認知を基に授業者にインタビューを行い，教師の授業

認知や省察過程を調査した．埼玉県の小学校教師３名（教

師Yは初任者教師，教師T，教師Oは中堅教師）が授業を行

い，経験教師（教師K）がそれぞれの授業に参観し，認知

内容をICレコーダーにコメントした．

3.2．結果と考察

　授業者と参観者，および授業者間のインタビューデータ

を比較したところ，第１に，研究Ⅰと同様，教職経験年数

の高い教師ほど理解できる事象（決定的状況）が多いこと，

第２に，どの教師も共通して行為過程の授業認知や行為の

中の省察といった直接的経験を基に，授業改善（行為につ

いての省察）を行っていること，第３に，授業改善の内容

は行為過程における状況のフレーミングの仕方によって規

定されていることの３点が示唆された．

４．総合考察

　本結果より，教師が授業改善をするための思考過程とし

て，第１に，行為の中の省察を引き起こす未決定状況の数

は教職経験年数によって規定されること，第２に，教師は

直接的経験で行った状況のフレーミングに基づき授業改善

を行っていること，第３に，研究Ⅰを考慮すると，そのフ

レーミングの仕方は教職経験年数に応じて変わることが考

えられる．

５．今後の課題

　研究Ⅰでは授業認知の内容から教師を分類する方法につ

いても検討すること，研究Ⅱでは縦断的な授業改善プロセ

スについて探求することを課題としていきたい．
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